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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月21日(2017.2.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パーソナルケア組成物であって：
　Ａ）アニオン性界面活性剤、両性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、または非イオン
性界面活性剤から選択される少なくとも１つの清浄用界面活性剤と；
　Ｂ）少なくとも１つのシリコーンコンディショニング剤と
　Ｃ）水と；
　Ｄ）以下：
　　ａ）５５～９５重量％、別の態様では６０～９０重量％、なお別の態様では６５～８
５重量％、さらなる態様では７０～８０重量％（存在する全モノマーの重量に基づく）の
少なくとも１つのビニルアミドモノマー、
　　ｂ）５～４５重量％、別の態様では１０～４０重量％、なお別の態様では１５～３５
重量％、さらなる態様では２０～３０重量％（存在する全モノマーの重量に基づく）の少
なくとも１つのビニルエステルであって、２～２２個の炭素原子を有するアシル部分を含
む脂肪族カルボン酸のビニルエステル；
　　ｃ）０．０１～１重量％、別の態様では０．０１～０．７５重量％、なお別の態様で
は０．１～０．５重量％、さらなる態様では０．１５～０．３重量％（ポリマーの乾燥全
重量に基づく）の少なくとも１つの多不飽和架橋性モノマーであって、少なくとも２つの
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重合性エチレン性不飽和部分を含み、トリメチロールプロパンのポリアリルエーテル、ペ
ンタエリスリトールのポリアリルエーテル、１分子当たり２～８個のアリル基を有するス
クロースのポリアリルエーテル、およびそれらの混合物から選択される、モノマー；
　　ｄ）０～１０重量％、別の態様では０．１～５重量％、なお別の態様では０．５～３
重量％、さらなる態様では０．７５～１重量％（存在する全モノマーの重量に基づく）の
少なくとも１つのＣ１～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレート；
　　ｅ）０～１０重量％、さらなる態様では０．５、１、２、または３～５重量％（存在
する全モノマーの重量に基づく）のアルコキシル化会合性モノマー；
　　ｆ）０～１０重量％、さらなる態様では０．５、１、２、または３～５重量％（存在
する全モノマーの重量に基づく）のアルコキシル化半疎水性モノマー；ならびに
　　ｇ）０もしくは０．５、１、２または３～５重量％（存在する全モノマーの重量に基
づく）の酢酸ビニル以外の少なくとも１つのビニルエステルであって、２～２２個の炭素
原子を有するアシル部分を含む脂肪族カルボン酸のビニルエステル
を含む重合性モノマー混合物から調製される非イオン性の両親媒性ポリマーと；
を含む、パーソナルケア組成物。
【請求項２】
　前記モノマー組成物がさらに、以下：
　ｈ）少なくとも１つのＣ１～Ｃ５ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート；
　ｉ）（メタ）アクリルアミド、Ｎ－（Ｃ１～Ｃ５）アルキル（メタ）アクリルアミド、
Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ１～Ｃ５）アルキル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－（Ｃ１～Ｃ５）アルキ
ルアミノ（Ｃ１～Ｃ５）アルキル（メタ）アクリルアミドまたはＮ，Ｎ－ジ（Ｃ１～Ｃ５

）アルキルアミノ（Ｃ１～Ｃ５）アルキル（メタ）アクリルアミドから選択される少なく
とも１つの（メタ）アクリルアミド；
　ｊ）少なくとも１つのα－オレフィン系モノマー；およびそれらの混合物
から選択される０．０１～１５重量％の少なくとも１つの共重合性モノマーを含む、請求
項１に記載のパーソナルケア組成物。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのビニルアミドモノマーが、Ｎ－ビニルホルムアミド、Ｎ－メチル
－Ｎ－ビニルホルムアミド、Ｎ－（ヒドロキシメチル）－Ｎ－ビニルホルムアミド、Ｎ－
ビニルアセトアミド、Ｎ－ビニルメチルアセトアミド、Ｎ－（ヒドロキシメチル）－Ｎ－
ビニルアセトアミド、およびそれらの混合物から選択される、前記請求項のいずれかに記
載のパーソナルケア組成物。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのビニルエステルであって、２～２２個の炭素原子を有するアシル
部分を含む脂肪族カルボン酸のビニルエステルが、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪
酸ビニル、イソ酪酸ビニル、吉草酸ビニル、ヘキサン酸ビニル、２－メチルヘキサン酸ビ
ニル、２－エチルヘキサン酸ビニル、イソオクタン酸ビニル、ノナン酸ビニル、ネオデカ
ン酸ビニル、デカン酸ビニル、バーサチック酸ビニル、ラウリン酸ビニル、パルミチン酸
ビニル、ステアリン酸ビニル、およびそれらの混合物から選択される、前記請求項のいず
れかに記載のパーソナルケア組成物。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの多不飽和架橋性モノマーが、平均で２つの架橋可能な不飽和官能
基を有するモノマー、平均で３つの架橋可能な不飽和官能基を有するモノマー、およびそ
れらの混合物から選択される、前記請求項のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
【請求項６】
　前記Ｃ１～Ｃ５ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレートモノマーが、２－ヒドロキシ
エチル（メタ）アクリレート、３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、４－ヒド
ロキシブチル（メタ）アクリレート、およびそれらの混合物から選択される、前記請求項
のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
【請求項７】
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　前記少なくとも１つのＣ１～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレートが、メチル（メタ）
アクリレート、ブチル（メタ）アクリレート、ｓｅｃ－ブチル（メタ）アクリレート、イ
ソブチル（メタ）アクリレート、ヘキシル（メタ）アクリレート）、ヘプチル（メタ）ア
クリレート、オクチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート
、デシル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）ア
クリレート、テトラデシル（メタ）アクリレート、ヘキサデシル（メタ）アクリレート、
ステアリル（メタ）アクリレート、ベヘニル（メタ）アクリレート、またはそれらの混合
物から選択される、前記請求項のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
【請求項８】
　前記アルコキシル化会合性モノマーが、（ｉ）重合性エチレン性不飽和末端基ポーショ
ン、（ｉｉ）ポリオキシアルキレン中央部ポーション、および（ｉｉｉ）７～３０個の炭
素原子を含む疎水性末端基ポーションを含み、好ましくは、
　前記アルコキシル化会合性モノマーが、式ＶＩＩおよび／またはＶＩＩＡ：
【化１７】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ａは－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－
、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ２

）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、または－ＣＨ２

ＣＨ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり；１～５個の炭素原子を含む二価のアルキレンラジカル；Ａ
ｒは二価のアリーレンであり；ＥはＨまたはメチルであり；ｚは０または１であり；ｋは
０～３０の範囲の整数であり、ｍは０または１であり、ただしｋが０である場合、ｍが０
であり、ｋが１～３０の範囲である場合、ｍが１であり；Ｄはビニルまたはアリル部分を
表し；（Ｒ１５－Ｏ）ｎはポリオキシアルキレン部分であって、これはＣ２～Ｃ４オキシ
アルキレン単位のホモポリマー、ランダムコポリマー、またはブロックコポリマーであっ
てよく、Ｒ１５はＣ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６、またはＣ４Ｈ８およびそれらの組み合わせから選
択される二価のアルキレン部分であり；ｎは、一態様では２～１５０、別の態様では１０
～１２０、さらなる態様では１５～６０の範囲の整数であり；Ｙは－Ｒ１５Ｏ－、－Ｒ１

５ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｒ１５ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、または－Ｃ
（Ｏ）ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ｒ１６はＣ８～Ｃ３０直鎖状アルキル、Ｃ８～Ｃ３０分岐
状アルキル、Ｃ７～Ｃ３０炭素環式アルキル、Ｃ２～Ｃ３０アルキル置換フェニル、アラ
ルキル置換フェニル、およびアリール置換Ｃ２～Ｃ３０アルキルから選択される置換また
は非置換のアルキルであり；ここでＲ１６のアルキル基、炭素環式アルキル基、アリール
基、フェニル基は、メチル基、ヒドロキシル基、アルコキシル基、ベンジル基　スチリル
基、およびハロゲン基から選択される群から選択される１つもしくはそれより多くの置換
基を任意選択に含む）
によって表される、あるいは、
　前記アルコキシル化会合性モノマーが、式ＶＩＩＢ：
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【化１８】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ｒ１５はＣ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６およびＣ４Ｈ８

から独立して選択される二価アルキレン部分であり、ｎは１０～６０の範囲の整数を表し
、（Ｒ１５－Ｏ）はランダム配置に配列されてもよいしブロック配置に配列されてもよく
；Ｒ１６はＣ８～Ｃ３０直鎖状アルキル、Ｃ８～Ｃ３０分岐状アルキル、Ｃ７～Ｃ３０炭
素環式アルキル、Ｃ２～Ｃ３０アルキル置換フェニル、アラルキル置換フェニル、および
アリール置換Ｃ２～Ｃ３０アルキルから選択される置換または非置換のアルキルであり、
ここで該Ｒ１６のアルキル基、アリール基、フェニル基が、ヒドロキシル基、アルコキシ
ル基、ベンジル基　スチリル基、およびハロゲン基からなる群から選択される１つもしく
はそれより多くの置換基を任意選択に含む）
によって表される、前記請求項のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
【請求項９】
　前記半疎水性モノマーが、（ｉ）重合性エチレン性不飽和末端基ポーション、（ｉｉ）
ポリオキシアルキレン中央部ポーション、および（ｉｉｉ）水素または１～４個の炭素原
子を含むアルキル基から選択される末端基ポーションを含み、好ましくは、
　前記半疎水性モノマーが、式ＶＩＩＩおよびＩＸ：
【化１９】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ａは－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－
、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ２

）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、または－ＣＨ２

ＣＨ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ａｒは二価のアリーレンであり；ＥはＨまたはメチルであ
り；ｚは０または１であり；ｋは０～３０の範囲の整数であり、ｍは０または１であり、
ただしｋが０である場合、ｍが０であり、ｋが１～３０の範囲である場合、ｍが１であり
；（Ｒ１５－Ｏ）ｎはポリオキシアルキレン部分であり、これはＣ２～Ｃ４オキシアルキ
レン単位のホモポリマー、ランダムコポリマー、またはブロックコポリマーであってよく
、Ｒ１５はＣ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６、またはＣ４Ｈ８およびそれらの組み合わせから選択され
る二価のアルキレン部分であり；ｎは、一態様では２～１５０、別の態様では５～１２０
、さらなる態様では１０～６０、なおさらなる態様では１５～３０の範囲の整数であり；
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Ｒ１７は水素および直鎖状または分岐状Ｃ１～Ｃ４アルキル基から選択され；Ｄはビニル
またはアリル部分を表す）
によって表される少なくとも１つのモノマーから選択される、あるいは、
　前記半疎水性モノマーが、式ＶＩＩＩＡおよびＶＩＩＩＢ：
【化２０】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり、「ａ」は一態様では０または２～１２０、別
の態様では５～４５、さらなる態様では１０～２５の範囲の整数であり、「ｂ」は一態様
では０または２～１２０、別の態様では５～４５、さらなる態様では１０～２５の範囲の
整数であり、ただし「ａ」および「ｂ」は同時に０であることはできない）
によって表される少なくとも１つのモノマーから選択される、前記請求項のいずれかに記
載のパーソナルケア組成物。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの（メタ）アクリルアミドが、Ｎ－メチル（メタ）アクリルアミド
、Ｎ－エチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－プロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソ
プロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－
ｔｅｒｔ－オクチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）（メタ）ア
クリルアミド、Ｎ－（３－ヒドロキシプロピル）（メタ）アクリルアミド；Ｎ，Ｎ－ジメ
チル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－（ジ
－２－ヒドロキシエチル）（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－（ジ－３－ヒドロキシプロ
ピル）（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチル，Ｎ－エチル（メタ）アクリルアミド；Ｎ，
Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチル（メ
タ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド；および
それらの混合物から選択される、前記請求項のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つのα－オレフィン系モノマーが、エチレン、プロピレン、１－ブテ
ン、イソブチレン、１－ヘキセン、１－ヘプテン、４－メチル－１－ペンテン、スチレン
、α－メチルスチレン、およびそれらの混合物から選択される、前記請求項のいずれかに
記載のパーソナルケア組成物。
【請求項１２】
　前記非イオン性の両親媒性ポリマーが、以下：
　ａ）５５～９５重量％、別の態様では６０～９０重量％、なお別の態様では６５～８５
重量％、さらなる態様では７０～８０重量％（存在する全モノマーの重量に基づく）のＮ
－ビニルピロリドン；
　ｂ）５～４５重量％、別の態様では１０～４０重量％、なお別の態様では１５～３５重
量％、さらなる態様では２０～３０重量％（存在する全モノマーの重量に基づく）の酢酸
ビニル；
　ｃ）０．０１～１重量％、別の態様では０．０１～０．７５重量％、なお別の態様では
０．１～０．５重量％、さらなる態様では０．１５～０．３重量％（ポリマーの乾燥全重
量に基づく）の少なくとも１つの多不飽和架橋性モノマーであって、少なくとも２つの重
合性エチレン性不飽和部分を含むモノマー；
　ｄ）０～１０重量％、別の態様では０．１～５重量％、なお別の態様では０．５～３重
量％、さらなる態様では０．７５～１重量％（存在する全モノマーの重量に基づく）の少
なくとも１つのＣ１～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレートであって、メチル（メタ）ア
クリレート、ブチル（メタ）アクリレート、ｓｅｃ－ブチル（メタ）アクリレート、イソ
ブチル（メタ）アクリレート、ヘキシル（メタ）アクリレート）、ヘプチル（メタ）アク
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リレート、オクチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、
デシル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アク
リレート、テトラデシル（メタ）アクリレート、ヘキサデシル（メタ）アクリレート、ス
テアリル（メタ）アクリレート、またはベヘニル（メタ）アクリレートから選択されるＣ

１～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレート；ならびに
　ｅ）０～１０重量％、さらなる態様では０．５、１、２、または３～５重量％（存在す
る全モノマーの重量に基づく）のアルコキシル化会合性モノマーであって、ラウリルポリ
エトキシ化（メタ）アクリレート、セチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セテア
リルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ステアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレ
ート、アラキジルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ベヘニルポリエトキシ化（メタ
）アクリレート、セロチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、モンタニルポリエトキ
シ化（メタ）アクリレート、メリシルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、フェニルポ
リエトキシ化（メタ）アクリレート、ノニルフェニルポリエトキシ化（メタ）アクリレー
ト、ω－トリスチリルフェニルポリオキシエチレンメタクリレート（該モノマーのポリエ
トキシ化ポーションが、一態様では２～１５０のエチレンオキシド単位、別の態様では５
～１２０のエチレンオキシド単位、さらなる態様では１０～６０のエチレンオキシド単位
、なおさらなる態様では１５～３０のエチレンオキシド単位を含む）から選択されるモノ
マー；
を含むモノマー混合物から調製される反復単位を含む、前記請求項のいずれかに記載のパ
ーソナルケア組成物。
【請求項１３】
　前記シリコーンコンディショニング剤が、シリコーンオイル、シリコーンガム、シリコ
ーン樹脂およびそれらの混合物から選択される不揮発性シリコーンであるか、あるいは、
　前記シリコーンコンディショニング剤が、ポリジメチルシロキサン（ジメチコン）、ポ
リジエチルシロキサン、末端ヒドロキシル基を有するポリジメチルシロキサン（ジメチコ
ノール）、ポリメチルフェニルシロキサン、フェニルメチルシロキサン、およびそれらの
混合物から選択されるか、あるいは、
　前記シリコーンコンディショニング剤が、アミノ官能性ポリジメチルシロキサン（アモ
ジメチコン）から選択される、前記請求項のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
【請求項１４】
　前記パーソナルケア組成物が、シャンプー、ベビーシャンプー、ボディソープ、シャワ
ージェル、液体ハンドソープ、液体食器洗い用洗剤、ペット洗浄製品、湿潤洗浄用ふきん
、または洗顔用クレンザーから選択される、前記請求項のいずれかに記載のパーソナルケ
ア組成物。
【請求項１５】
　シリコーン含有コンディショニングシャンプー組成物から沈着されたシリコーンの損失
を低減するための方法であって、ケラチン基質と前記請求項のいずれかに記載の組成物を
含む清浄組成物とを接触させる工程を含む、方法。
【請求項１６】
　シリコーン含有コンディショニングシャンプー組成物からケラチン基質上に沈着された
シリコーンの損失を低減するための方法であって、該組成物中に１～５重量％の非イオン
性の両親媒性分散ポリマーを含ませる工程を含み、該工程において前記ポリマーは以下：
　ａ）５５～９５重量％、別の態様では６０～９０重量％、なお別の態様では６５～８５
重量％、さらなる態様では７０～８０重量％（存在する全モノマーの重量に基づく）のＮ
－ビニルピロリドン；
　ｂ）５～４５重量％、別の態様では１０～４０重量％、なお別の態様では１５～３５重
量％、さらなる態様では２０～３０重量％（存在する全モノマーの重量に基づく）の酢酸
ビニル；
　ｃ）０．０１～１重量％、別の態様では０．０１～０．７５重量％、なお別の態様では
０．１～０．５重量％、さらなる態様では０．１５～０．３重量％（ポリマーの乾燥全重
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量に基づく）の少なくとも１つの多不飽和架橋性モノマーであって、少なくとも２つの重
合性エチレン性不飽和部分を含み、トリメチロールプロパンのポリアリルエーテル、ペン
タエリスリトールのポリアリルエーテル、１分子当たり２～８個のアリル基を有するスク
ロースのポリアリルエーテル、およびそれらの混合物から選択される、モノマー；
　ｄ）０～１０重量％、別の態様では０．１～５重量％、なお別の態様では０．５～３重
量％、さらなる態様では０．７５～１重量％（存在する全モノマーの重量に基づく）の少
なくとも１つのＣ１～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレートであって、メチル（メタ）ア
クリレート、ブチル（メタ）アクリレート、ｓｅｃ－ブチル（メタ）アクリレート、イソ
ブチル（メタ）アクリレート、ヘキシル（メタ）アクリレート）、ヘプチル（メタ）アク
リレート、オクチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、
デシル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アク
リレート、テトラデシル（メタ）アクリレート、ヘキサデシル（メタ）アクリレート、ス
テアリル（メタ）アクリレート、またはベヘニル（メタ）アクリレートから選択されるＣ

１～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレート；
　ｅ）０～１０重量％、さらなる態様では０．５、１、２、または３～５重量％（存在す
る全モノマーの重量に基づく）のアルコキシル化会合性モノマーであって、ラウリルポリ
エトキシ化（メタ）アクリレート、セチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セテア
リルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ステアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレ
ート、アラキジルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ベヘニルポリエトキシ化（メタ
）アクリレート、セロチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、モンタニルポリエトキ
シ化（メタ）アクリレート、メリシルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、フェニルポ
リエトキシ化（メタ）アクリレート、ノニルフェニルポリエトキシ化（メタ）アクリレー
ト、ω－トリスチリルフェニルポリオキシエチレンメタクリレート（該モノマーのポリエ
トキシ化ポーションは、一態様では２～１５０個のエチレンオキシド単位、別の態様では
５～１２０個のエチレンオキシド単位、さらなる態様では１０～６０個のエチレンオキシ
ド単位、なおさらなる態様では１５～３０個のエチレンオキシド単位を含む）から選択さ
れるモノマー；
　ｆ）０～１０重量％、さらなる態様では０．５、１、２、または３～５重量％（存在す
る全モノマーの重量に基づく）の半疎水性モノマーであって、メトキシポリエチレングリ
コールメタクリレートから選択されるモノマー；ならびに
　ｇ）０～１０重量％、および０．５、１、２または３～５重量％（存在する全モノマー
の重量に基づく）の酢酸ビニル以外の少なくとも一つのビニルエステルであって、該ビニ
ルエステルは２～２２個の炭素原子を有するアシル部分を含む脂肪族カルボン酸のビニル
エステルであり、プロピオン酸ビニル、酪酸ビニル、イソ酪酸ビニル、吉草酸ビニル、ヘ
キサン酸ビニル、２－メチルヘキサン酸ビニル、２－エチルヘキサン酸ビニル、イソオク
タン酸ビニル、ノナン酸ビニル、ネオデカン酸ビニル、デカン酸ビニル、バーサチック酸
ビニル、ラウリン酸ビニル、パルミチン酸ビニル、およびステアリン酸ビニルから選択さ
れるビニルエステル；
を含むモノマー混合物から調製される、方法。
【請求項１７】
　前記モノマー混合物が：
　ａ）５５～９５重量％（存在する全モノマーの重量に基づく）のＮ－ビニルピロリドン
；
　ｂ）さらなる態様では５～４５重量％（存在する全モノマーの重量に基づく）の酢酸ビ
ニル；
　ｃ）０．１～１重量％（ポリマーの乾燥全重量に基づく）の少なくとも１つの多不飽和
架橋性モノマーであって、少なくとも２つの重合性エチレン性不飽和部分を含むモノマー
；
　ｄ）０または１～５重量％（存在する全モノマーの重量に基づく）の少なくとも１つの
モノマーであって、デシル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレート、ラ
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ウリル（メタ）アクリレート、テトラデシル（メタ）アクリレート、ヘキサデシル（メタ
）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、またはベヘニル（メタ）アクリレー
トから選択されるモノマー；
　ｅ）０または１～５重量％（存在する全モノマーの重量に基づく）のアルコキシル化会
合性モノマーであって、ラウリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セチルポリエト
キシ化（メタ）アクリレート、セテアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ステア
リルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ベヘニルポリエトキシ化（メタ）アクリレー
ト（モノマーのポリエトキシ化ポーションが１０～６０個のエチレンオキシド単位を含む
）から選択されるモノマー；
　ｆ）０または１～５重量％（存在する全モノマーの重量に基づく）の半疎水性モノマー
であって、メトキシポリエチレングリコールメタクリレートから選択されるモノマー；な
らびに
　ｇ）０または１～５重量％（存在する全モノマーの重量に基づく）の酢酸ビニル以外の
少なくとも１つのビニルエステルであって、該ビニルエステルは２～２２個の炭素原子を
有するアシル部分を含む脂肪族カルボン酸のビニルエステルであり、プロピオン酸ビニル
、酪酸ビニル、イソ酪酸ビニル、吉草酸ビニル、ヘキサン酸ビニル、２－メチルヘキサン
酸ビニル、２－エチルヘキサン酸ビニル、イソオクタン酸ビニル、ノナン酸ビニル、ネオ
デカン酸ビニル、デカン酸ビニル、バーサチック酸ビニル、ラウリン酸ビニル、パルミチ
ン酸ビニル、およびステアリン酸ビニルから選択されるビニルエステル；
を含む、請求項１６に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　本明細書に示す見出しは例示の役割を果たすが、本発明をいずれかの方法または様式に
限定することはない。
　一実施形態において、例えば、以下の項目が提供される。
（項目１）
　パーソナルケア組成物であって：
　Ａ）アニオン性界面活性剤、両性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、または非イオン
性界面活性剤から選択される少なくとも１つの清浄用界面活性剤と；
　Ｂ）少なくとも１つのシリコーンコンディショニング剤と
　Ｃ）水と；
　Ｄ）以下：
　　ａ）約５５～約９５重量％、別の態様では約６０～約９０重量％、なお別の態様では
約６５～約８５重量％、さらなる態様では約７０～約８０重量％（存在する全モノマーの
重量に基づく）の少なくとも１つのビニルアミドモノマー、
　　ｂ）約５～約４５重量％、別の態様では約１０～約４０重量％、なお別の態様では約
１５～約３５重量％、さらなる態様では約２０～約３０重量％（存在する全モノマーの重
量に基づく）の少なくとも１つのビニルエステルであって、２～２２個の炭素原子を有す
るアシル部分を含む脂肪族カルボン酸のビニルエステル；
　　ｃ）約０～約１重量％、別の態様では約０．０１～約０．７５重量％、なお別の態様
では約０．１～約０．５重量％、さらなる態様では０．１５～約０．３重量％（ポリマー
の乾燥全重量に基づく）の少なくとも１つの多不飽和架橋性モノマーであって、少なくと
も２つの重合性エチレン性不飽和部分を含むモノマー；
　　ｄ）約０～約１０重量％、別の態様では約０．１～約５重量％、なお別の態様では約
０．５～約３重量％、さらなる態様では約０．７５～約１重量％（存在する全モノマーの
重量に基づく）の少なくとも１つのＣ１～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレート；
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　　ｅ）約０～約１０重量％、さらなる態様では約０．５、１、２、または３～約５重量
％（存在する全モノマーの重量に基づく）のアルコキシル化会合性モノマー；
　　ｆ）約０～約１０重量％、さらなる態様では約０．５、１、２、または３～約５重量
％（存在する全モノマーの重量に基づく）のアルコキシル化半疎水性モノマー；ならびに
　　ｇ）約０もしくは０．５、１、２または３～約５重量％（存在する全モノマーの重量
に基づく）の酢酸ビニル以外の少なくとも１つのビニルエステルであって、２～２２個の
炭素原子を有するアシル部分を含む脂肪族カルボン酸のビニルエステル
を含む重合性モノマー混合物から調製される非イオン性の両親媒性ポリマーと；
を含む、パーソナルケア組成物。
（項目２）
　前記モノマー組成物がさらに、以下：
　ｈ）少なくとも１つのＣ１～Ｃ５ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレート；
　ｉ）（メタ）アクリルアミド、Ｎ－（Ｃ１～Ｃ５）アルキル（メタ）アクリルアミド、
Ｎ，Ｎ－ジ（Ｃ１～Ｃ５）アルキル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－（Ｃ１～Ｃ５）アルキ
ルアミノ（Ｃ１～Ｃ５）アルキル（メタ）アクリルアミドまたはＮ，Ｎ－ジ（Ｃ１～Ｃ５

）アルキルアミノ（Ｃ１～Ｃ５）アルキル（メタ）アクリルアミドから選択される少なく
とも１つの（メタ）アクリルアミド；
　ｊ）少なくとも１つのα－オレフィン系モノマー；およびそれらの混合物
から選択される約０．０１～約１５重量％の少なくとも１つの共重合性モノマーを含む、
項目１に記載のパーソナルケア組成物。
（項目３）
　前記少なくとも１つのビニルアミドが、Ｎ－ビニルホルムアミド、Ｎ－メチル－Ｎ－ビ
ニルホルムアミド、Ｎ－（ヒドロキシメチル）－Ｎ－ビニルホルムアミド、Ｎ－ビニルア
セトアミド、Ｎ－ビニルメチルアセトアミド、Ｎ－（ヒドロキシメチル）－Ｎ－ビニルア
セトアミド、およびそれらの混合物から選択され；前記Ｎ－ビニルラクタムが、Ｎ－ビニ
ル－２－ピロリジノン、Ｎ－（１－メチルビニル）ピロリジノン、Ｎ－ビニル－２－ピペ
リドン、Ｎ－ビニル－２－カプロラクタム、Ｎ－ビニル－５－メチルピロリジノン、Ｎ－
ビニル－３，３－ジメチルピロリジノン、Ｎ－ビニル－５－エチルピロリジノンおよびＮ
－ビニル－６－メチルピペリドン、ならびにそれらの混合物から選択される、前記項目の
いずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目４）
　前記少なくとも１つのビニルエステルであって、２～２２個の炭素原子を有するアシル
部分を含む脂肪族カルボン酸のビニルエステルが、酢酸ビニル、プロピオン酸ビニル、酪
酸ビニル、イソ酪酸ビニル、吉草酸ビニル、ヘキサン酸ビニル、２－メチルヘキサン酸ビ
ニル、２－エチルヘキサン酸ビニル、イソオクタン酸ビニル、ノナン酸ビニル、ネオデカ
ン酸ビニル、デカン酸ビニル、バーサチック酸ビニル、ラウリン酸ビニル、パルミチン酸
ビニル、ステアリン酸ビニル、およびそれらの混合物から選択される、前記項目のいずれ
かに記載のパーソナルケア組成物。
（項目５）
　前記少なくとも１つの多不飽和架橋性モノマーが、平均で２つの架橋可能な不飽和官能
基を有するモノマー、平均で３つの架橋可能な不飽和官能基を有するモノマー、およびそ
れらの混合物から選択される、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目６）
　前記Ｃ１～Ｃ５ヒドロキシアルキル（メタ）アクリレートモノマーが、２－ヒドロキシ
エチル（メタ）アクリレート、３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、４－ヒド
ロキシブチル（メタ）アクリレート、およびそれらの混合物から選択される、前記項目の
いずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目７）
　前記少なくとも１つの架橋性モノマーが、トリメチロールプロパンのポリアリルエーテ
ル、ペンタエリスリトールのポリアリルエーテル、スクロースのポリアリルエーテル、お
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よびそれらの混合物から選択される、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物
。
（項目８）
　前記少なくとも１つのＣ１～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレートが、メチル（メタ）
アクリレート、ブチル（メタ）アクリレート、ｓｅｃ－ブチル（メタ）アクリレート、イ
ソブチル（メタ）アクリレート、ヘキシル（メタ）アクリレート）、ヘプチル（メタ）ア
クリレート、オクチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート
、デシル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）ア
クリレート、テトラデシル（メタ）アクリレート、ヘキサデシル（メタ）アクリレート、
ステアリル（メタ）アクリレート、ベヘニル（メタ）アクリレート、またはそれらの混合
物から選択される、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目９）
　前記会合性モノマーが、（ｉ）重合性エチレン性不飽和末端基ポーション、（ｉｉ）ポ
リオキシアルキレン中央部ポーション、および（ｉｉｉ）７～３０個の炭素原子を含む疎
水性末端基ポーションを含む、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目１０）
　前記会合性モノマーが、式ＶＩＩおよび／またはＶＩＩＡ：
【化１７】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ａは－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－
、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ２

）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、または－ＣＨ２

ＣＨ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり；１～５個の炭素原子を含む二価のアルキレンラジカル；Ａ
ｒは二価のアリーレン（例えば、フェニレン）であり；ＥはＨまたはメチルであり；ｚは
０または１であり；ｋは約０～約３０の範囲の整数であり、ｍは０または１であり、ただ
しｋが０である場合、ｍが０であり、ｋが１～約３０の範囲である場合、ｍが１であり；
Ｄはビニルまたはアリル部分を表し；（Ｒ１５－Ｏ）ｎはポリオキシアルキレン部分であ
って、これはＣ２～Ｃ４オキシアルキレン単位のホモポリマー、ランダムコポリマー、ま
たはブロックコポリマーであってよく、Ｒ１５はＣ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６、またはＣ４Ｈ８お
よびそれらの組み合わせから選択される二価のアルキレン部分であり；ｎは、一態様では
約２～約１５０、別の態様では約１０～約１２０、さらなる態様では約１５～約６０の範
囲の整数であり；Ｙは－Ｒ１５Ｏ－、－Ｒ１５ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－
、－Ｒ１５ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、または－Ｃ（Ｏ）ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ｒ１６はＣ８

～Ｃ３０直鎖状アルキル、Ｃ８～Ｃ３０分岐状アルキル、Ｃ７～Ｃ３０炭素環式アルキル
、Ｃ２～Ｃ３０アルキル置換フェニル、アラルキル置換フェニル、およびアリール置換Ｃ

２～Ｃ３０アルキルから選択される置換または非置換のアルキルであり；ここでＲ１６の
アルキル基、炭素環式アルキル基、アリール基、フェニル基は、メチル基、ヒドロキシル
基、アルコキシル基、ベンジル基　スチリル基、およびハロゲン基から選択される基より
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選択される１つもしくはそれより多くの置換基を任意選択に含む）
によって表される、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目１１）
　前記会合性モノマーが、式ＶＩＩＢ：
【化１８】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ｒ１５はＣ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６およびＣ４Ｈ８

から独立して選択される二価アルキレン部分であり、ｎは約１０～約６０の範囲の整数を
表し、（Ｒ１５－Ｏ）はランダム配置に配列されてもよいしブロック配置に配列されても
よく；Ｒ１６はＣ８～Ｃ３０直鎖状アルキル、Ｃ８～Ｃ３０分岐状アルキル、Ｃ７～Ｃ３

０炭素環式アルキル、Ｃ２～Ｃ３０アルキル置換フェニル、アラルキル置換フェニル、お
よびアリール置換Ｃ２～Ｃ３０アルキルから選択される置換または非置換のアルキルであ
り、ここで該Ｒ１６のアルキル基、アリール基、フェニル基が、ヒドロキシル基、アルコ
キシル基、ベンジル基　スチリル基、およびハロゲン基からなる群から選択される１つも
しくはそれより多くの置換基を任意選択に含む）
によって表される、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目１２）
　前記半疎水性モノマーが、（ｉ）重合性エチレン性不飽和末端基ポーション、（ｉｉ）
ポリオキシアルキレン中央部ポーション、および（ｉｉｉ）水素または１～４個の炭素原
子を含むアルキル基から選択される末端基ポーションを含む、前記項目のいずれかに記載
のパーソナルケア組成物。
（項目１３）
　前記半疎水性モノマーが、式ＶＩＩＩおよびＩＸ：

【化１９】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり；Ａは－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－
、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、－Ｃ（Ｏ）ＮＨ－、－Ａｒ－（ＣＥ２

）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ａｒ－（ＣＥ２）ｚ－ＮＨＣ（Ｏ）ＮＨ－、または－ＣＨ２

ＣＨ２ＮＨＣ（Ｏ）－であり；Ａｒは二価のアリーレン（例えば、フェニレン）であり；
ＥはＨまたはメチルであり；ｚは０または１であり；ｋは約０～約３０の範囲の整数であ
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り、ｍは０または１であり、ただしｋが０である場合、ｍが０であり、ｋが１～約３０の
範囲である場合、ｍが１であり；（Ｒ１５－Ｏ）ｎはポリオキシアルキレン部分であり、
これはＣ２～Ｃ４オキシアルキレン単位のホモポリマー、ランダムコポリマー、またはブ
ロックコポリマーであってよく、Ｒ１５はＣ２Ｈ４、Ｃ３Ｈ６、またはＣ４Ｈ８およびそ
れらの組み合わせから選択される二価のアルキレン部分であり；ｎは、一態様では約２～
約１５０、別の態様では約５～約１２０、さらなる態様では約１０～約６０、なおさらな
る態様では約１５～約３０の範囲の整数であり；Ｒ１７は水素および直鎖状または分岐状
Ｃ１～Ｃ４アルキル基から選択され；Ｄはビニルまたはアリル部分を表す）
によって表される少なくとも１つのモノマーから選択される、前記項目のいずれかに記載
のパーソナルケア組成物。
（項目１４）
　前記半疎水性モノマーが、式ＶＩＩＩＡおよびＶＩＩＩＢ：
【化２０】

（式中、Ｒ１４は水素またはメチルであり、「ａ」は一態様では０または２～約１２０、
別の態様では約５～約４５、さらなる態様では約１０～約２５の範囲の整数であり、「ｂ
」は一態様では約０または２～約１２０、別の態様では約５～約４５、さらなる態様では
約１０～約２５の範囲の整数であり、ただし「ａ」および「ｂ」は同時に０であることは
できない）
によって表される少なくとも１つのモノマーから選択される、前記項目のいずれかに記載
のパーソナルケア組成物。
（項目１５）
　前記少なくとも１つの（メタ）アクリルアミドが、Ｎ－メチル（メタ）アクリルアミド
、Ｎ－エチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－プロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソ
プロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－
ｔｅｒｔ－オクチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）（メタ）ア
クリルアミド、Ｎ－（３－ヒドロキシプロピル）（メタ）アクリルアミド；Ｎ，Ｎ－ジメ
チル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－（ジ
－２－ヒドロキシエチル）（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－（ジ－３－ヒドロキシプロ
ピル）（メタ）アクリルアミド、Ｎ－メチル，Ｎ－エチル（メタ）アクリルアミド；Ｎ，
Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチル（メ
タ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド；および
それらの混合物から選択される、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目１６）
　前記少なくとも１つの会合性モノマーが、ラウリルポリエトキシ化（メタ）アクリレー
ト（ＬＥＭ）、セチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート（ＣＥＭ）、セテアリルポリ
エトキシ化（メタ）アクリレート（ＣＳＥＭ）、ステアリルポリエトキシ化（メタ）アク
リレート、アラキジルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ベヘニルポリエトキシ化（
メタ）アクリレート（ＢＥＭ）、セロチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、モンタ
ニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、メリシルポリエトキシ化（メタ）アクリレー
ト、フェニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ノニルフェニルポリエトキシ化（メ
タ）アクリレート、ω－トリスチリルフェニルポリオキシエチレン（メタ）アクリレート
（該モノマーのポリエトキシ化ポーションは、一態様では約２～約１５０のエチレンオキ
シド単位、別の態様では約５～約１２０のエチレンオキシド単位、さらなる態様では約１
０～約６０のエチレンオキシド単位、なおさらなる態様では約１５～約３０のエチレンオ
キシド単位を含む）、オクチルオキシポリエチレングリコールポリプロピレングリコール
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（メタ）アクリレート、フェノキシポリエチレングリコール　ポリプロピレングリコール
（メタ）アクリレート、およびノニルフェノキシポリエチレングリコールポリプロピレン
グリコール（メタ）アクリレート（該モノマーのポリエトキシ化ポーションおよび／また
はポリプロポキシ化ポーションが独立して、一態様では０または２～約１２０、別の態様
では約５～約４５、さらなる態様では約１０～約２５を含む）；ならびにそれらの混合物
から選択される、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目１７）
　前記少なくとも１つの半疎水性モノマーが、ポリエチレングリコール（メタ）アクリレ
ート、ポリプロピレングリコール（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコールポリプ
ロピレングリコールメタクリレートまたはメトキシポリエチレングリコール（メタ）アク
リレート（該モノマーのポリエトキシ化ポーションおよび／またはポリプロポキシ化ポー
ションが独立して、一態様では０または２～約１２０、別の態様では約５～約４５、さら
なる態様では約１０～約２５を含む）；ならびにそれらの混合物から選択される、前記項
目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目１８）
前記少なくとも１つの半疎水性モノマーが、式：
ＣＨ２＝ＣＨ－Ｏ（ＣＨ２）４Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）４（Ｃ２Ｈ４Ｏ）１０Ｈ；
ＣＨ２＝ＣＨ－Ｏ（ＣＨ２）４Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）４（Ｃ２Ｈ４Ｏ）２０Ｈ；
ＣＨ２＝ＣＨ－Ｏ（ＣＨ２）４Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）４（Ｃ２Ｈ４Ｏ）３０Ｈ；ＣＨ２＝ＣＨ
ＣＨ２Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）４（Ｃ２Ｈ４Ｏ）１０Ｈ；ＣＨ２＝ＣＨＣＨ２Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）

４（Ｃ２Ｈ４Ｏ）２０Ｈ；ＣＨ２＝ＣＨＣＨ２Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）４（Ｃ２Ｈ４Ｏ）３０Ｈ
；およびＣＨ２＝ＣＨＣＨ２Ｏ（Ｃ３Ｈ６Ｏ）５（Ｃ２Ｈ４Ｏ）５Ｈを有する化合物から
選択される、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目１９）
　前記少なくとも１つのα－オレフィン系モノマーが、エチレン、プロピレン、１－ブテ
ン、イソブチレン、１－ヘキセン、１－ヘプテン、４－メチル－１－ペンテン、スチレン
、α－メチルスチレン、およびそれらの混合物から選択される、前記項目のいずれかに記
載のパーソナルケア組成物。
（項目２０）
　前記非イオン性の両親媒性ポリマーが、以下：
　ａ）約５５～約９５重量％、別の態様では約６０～約９０重量％、なお別の態様では約
６５～約８５重量％、さらなる態様では約７０～約８０重量％（存在する全モノマーの重
量に基づく）のＮ－ビニルピロリドン；
　ｂ）約５～約４５重量％、別の態様では約１０～約４０重量％、なお別の態様では約１
５～約３５重量％、さらなる態様では約２０～約３０重量％（存在する全モノマーの重量
に基づく）の酢酸ビニル；
　ｃ）約０～約１重量％、別の態様では約０．０１～約０．７５重量％、なお別の態様で
は約０．１～約０．５重量％、さらなる態様では０．１５～約０．３重量％（ポリマーの
乾燥全重量に基づく）の少なくとも１つの多不飽和架橋性モノマーであって、少なくとも
２つの重合性エチレン性不飽和部分を含むモノマー；
　ｄ）約０～約１０重量％、別の態様では約０．１～約５重量％、なお別の態様では約０
．５～約３重量％、さらなる態様では約０．７５～約１重量％（存在する全モノマーの重
量に基づく）の少なくとも１つのＣ１～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレートであって、
メチル（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）アクリレート、ｓｅｃ－ブチル（メタ）ア
クリレート、イソブチル（メタ）アクリレート、ヘキシル（メタ）アクリレート）、ヘプ
チル（メタ）アクリレート、オクチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ
）アクリレート、デシル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレート、ラウ
リル（メタ）アクリレート、テトラデシル（メタ）アクリレート、ヘキサデシル（メタ）
アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、またはベヘニル（メタ）アクリレート
から選択されるＣ１～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレート；ならびに
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　ｅ）約０～約１０重量％、さらなる態様では約０．５、１、２、または３～約５重量％
（存在する全モノマーの重量に基づく）のアルコキシル化会合性モノマーであって、ラウ
リルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート
、セテアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ステアリルポリエトキシ化（メタ）
アクリレート、アラキジルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ベヘニルポリエトキシ
化（メタ）アクリレート、セロチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、モンタニルポ
リエトキシ化（メタ）アクリレート、メリシルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、フ
ェニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ノニルフェニルポリエトキシ化（メタ）ア
クリレート、ω－トリスチリルフェニルポリオキシエチレンメタクリレート（該モノマー
のポリエトキシ化ポーションが、一態様では約２～約１５０のエチレンオキシド単位、別
の態様では約５～約１２０のエチレンオキシド単位、さらなる態様では約１０～約６０の
エチレンオキシド単位、なおさらなる態様では約１５～約３０のエチレンオキシド単位を
含む）から選択されるモノマー；
を含むモノマー混合物から調製される反復単位を含む、前記項目のいずれかに記載のパー
ソナルケア組成物。
（項目２１）
　前記非イオン性の両親媒性ポリマーが、約０．５、１、２または３～約５重量％（存在
する全モノマーの重量に基づく）の酢酸ビニル以外のビニルエステルであって、該ビニル
エステルは２～２２個の炭素原子を有するアシル部分を含む脂肪族カルボン酸のビニルエ
ステルであり、プロピオン酸ビニル、酪酸ビニル、イソ酪酸ビニル、吉草酸ビニル、ヘキ
サン酸ビニル、２－メチルヘキサン酸ビニル、２－エチルヘキサン酸ビニル、イソオクタ
ン酸ビニル、ノナン酸ビニル、ネオデカン酸ビニル、デカン酸ビニル、バーサチック酸ビ
ニル、ラウリン酸ビニル、パルミチン酸ビニル、およびステアリン酸ビニルから選択され
るビニルエステルをさらに含むモノマー混合物から調製される反復単位を含む、前記項目
のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目２２）
　前記少なくとも１つのＣ１～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレートが、デシル（メタ）
アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）アクリレート、テト
ラデシル（メタ）アクリレート、ヘキサデシル（メタ）アクリレート、ステアリル（メタ
）アクリレート、ベヘニル（メタ）アクリレート、およびそれらの混合物から選択される
、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目２３）
　前記アルコキシル化会合性モノマーが、ラウリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート
、セチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セテアリルポリエトキシ化（メタ）アク
リレート、ステアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、アラキジルポリエトキシ化
（メタ）アクリレート、ベヘニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、およびそれらの
混合物から選択される、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目２４）
　前記Ｃ１～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレートがステアリルメタクリレートである、
前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目２５）
　前記アルコキシル化会合性モノマーがベヘニルポリエトキシ化メタクリレートである、
前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目２６）
　前記少なくとも１つの架橋性モノマーが、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリ
レート、トリメチロールエタントリ（メタ）アクリレート、テトラメチロールメタントリ
（メタ）アクリレート、およびそれらの混合物から選択される、前記項目のいずれかに記
載のパーソナルケア組成物。
（項目２７）
　前記少なくとも１つの架橋性モノマーが、ペンタエリスリトールジアリルエーテル、ペ
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ンタエリスリトールトリアリルエーテル、ペンタエリスリトールテトラアリルエーテル；
およびそれらの混合物から選択される、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成
物。
（項目２８）
　前記少なくとも１つの界面活性剤が、アニオン性界面活性剤、両性界面活性剤、および
それらの混合物から選択される、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目２９）
　前記少なくとも１つのアニオン性界面活性剤がエトキシ化されている、前記項目のいず
れかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目３０）
　前記少なくとも１つのアニオン性界面活性剤が、平均で１～３モルのエトキシ化を含む
、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目３１）
　前記少なくとも１つのアニオン性界面活性剤が、平均で１～２モルのエトキシ化を含む
、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目３２）
　前記少なくとも１つのアニオン性界面活性剤が、ドデシル硫酸ナトリウム、ドデシル硫
酸アンモニウム、ラウリル硫酸ナトリウム、トリデセス硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸ア
ンモニウム、ラウレス硫酸ナトリウム、ラウレス硫酸アンモニウムまたはそれらの混合物
から選択される、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目３３）
　前記少なくとも１つの両性界面活性剤が、アミノ酸界面活性剤、ベタイン、スルタイン
、アルキルアンフォカルボキシレート、およびそれらの混合物から選択される、前記項目
のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目３４）
　前記少なくとも１つの両性界面活性剤がコカミドプロピルベタインである、前記項目の
いずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目３５）
　前記少なくとも１つの界面活性剤の濃度が、全組成物の重量に基づいて２５重量％（活
性）未満である、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目３６）
　界面活性剤の濃度が、全組成物の重量に基づいて約６～約２０重量％（活性）の範囲で
ある、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目３７）
　アニオン性界面活性剤と両性界面活性剤（活性）の比が、一態様では１０：１～約２：
１、別の態様では９：１、８：１、７：１、６：１、５：１、４．５：１、４：１、また
は３：１である、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目３８）
　前記組成物中の非イオン性の両親媒性ポリマー固体の量が、全組成物の重量に基づいて
約１～約３重量％の範囲である、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目３９）
　前記モノマー混合物がさらに立体安定剤を含む、前記項目のいずれかに記載のパーソナ
ルケア組成物。
（項目４０）
　前記モノマー混合物が、Ｎ－ビニルピロリドン／ステアリルメタクリレート／ブチルア
クリレートのコポリマー、Ｃ２０～Ｃ２４アルキル置換コハク酸無水物とグリセリンおよ
び／または２～６個のグリセリン単位を含むポリグリセロールから選択されるポリオール
との反応生成物のエステル、ならびにそれらの混合物から選択される立体安定剤をさらに
含む、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目４１）
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　前記非イオン性の両親媒性ポリマーが直鎖状である、前記項目のいずれかに記載のパー
ソナルケア組成物。
（項目４２）
　前記非イオン性の両親媒性ポリマーが架橋されている、前記項目のいずれかに記載のパ
ーソナルケア組成物。
（項目４３）
　前記シリコーンコンディショニング剤が、シリコーンオイル、シリコーンガム、シリコ
ーン樹脂およびそれらの混合物から選択される不揮発性シリコーンである、前記項目のい
ずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目４４）
　揮発性シリコーンをさらに含む、項目４５に記載のパーソナルケア組成物。
（項目４５）
　前記シリコーンオイルが、式：
【化２１】

（式中、Ａは独立してヒドロキシ、メチル、メトキシ、エトキシ、プロポキシ、およびフ
ェノキシを表し；Ｒ４０は独立して、メチル、エチル、プロピル、フェニル、メチルフェ
ニル、フェニルメチルを表し；ｘは、一態様では約７～約８０００、別の態様では約５０
～約５０００、なお別の態様では約１００～約３０００、さらなる態様では約２００～約
１０００の範囲の整数である）
によって表される化合物から選択される、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組
成物。
（項目４６）
　前記シリコーンコンディショニング剤が、ポリジメチルシロキサン（ジメチコン）、ポ
リジエチルシロキサン、末端ヒドロキシル基を有するポリジメチルシロキサン（ジメチコ
ノール）、ポリメチルフェニルシロキサン、フェニルメチルシロキサン、およびそれらの
混合物から選択される、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目４７）
　前記シリコーンコンディショニング剤が、アミノ官能性ポリジメチルシロキサン（アモ
ジメチコン）から選択される、項目１～４６のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目４８）
　前記アミノ官能性シリコーンが、式：
【化２２】

（式中、Ａは独立して、ヒドロキシ、メチル、メトキシ、エトキシ、プロポキシ、および
フェノキシを表し；Ｒ４０は：
－Ｒ４１－Ｎ（Ｒ４２）ＣＨ２ＣＨ２Ｎ（Ｒ４２）２；
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－Ｒ４１－Ｎ（Ｒ４２）２；
－Ｒ４１－Ｎ＋（Ｒ４２）３ＣＡ－；および
－Ｒ４１－Ｎ（Ｒ４２）ＣＨ２ＣＨ２Ｎ（Ｒ４２）Ｈ２ＣＡ－；
（式中、Ｒ４１は直鎖状または分岐状のアルキレン部分またはアルキレンエーテル部分で
あって、２～１０個の炭素原子を含む、ヒドロキシル置換または非置換の部分であり；Ｒ
４２は水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル（例えば、メチル）、フェニルまたはベンジルであり
；ＣＡ－は、塩素、臭素、ヨウ素およびフッ素から選択されるハロゲン化物イオンであり
；ｍ＋ｎの合計は、一態様では約７～約１０００、別の態様では約５０～約２５０、別の
態様では約１００～約２００の範囲であり、ただしｍまたはｎは０ではない）から選択さ
れる）
によって表される化合物から選択される、項目４９に記載のパーソナルケア組成物。
（項目４９）
　前記シリコーンコンディショニング剤が、全組成物の重量に基づいて、一態様では約０
．０１～約２０重量％、別の態様では約０．０５～約１５重量％、なお別の態様では約０
．１％～約１０重量％、さらなる態様では約１～約５重量％の範囲の量で存在する、前記
項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目５０）
　前記シリコーンコンディショニング剤が、一態様では約０．００３～約５００μｍ、第
二の態様では約０．０５～約２００μｍ、第三の態様では約０．２５～約２００μｍ、第
四の態様では約０．５～約１５０μｍ、第五の態様では約１～約１００μｍ、第六の態様
では約５～８０μｍ、第七の態様では約１０～約６０μｍ、および第八の態様では約２０
～約５０μｍの範囲の粒子サイズを有する、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア
組成物。
（項目５１）
　前記シリコーンコンディショニング剤が、エマルジョン滴の形態である、前記項目のい
ずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目５２）
　炭化水素オイル、エステルオイル、およびそれらの組み合わせから選択される補助コン
ディショニング剤をさらに含む、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目５３）
　カチオン性ポリマーをさらに含む、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物
。
（項目５４）
　真珠光沢付与剤をさらに含む、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目５５）
　前記真珠光沢付与剤が、雲母、金属酸化物被覆雲母、シリカ被覆雲母、オキシ塩化ビス
マス被覆雲母、オキシ塩化ビスマス、ミリスチン酸ミリスチル、ガラス、金属酸化物被覆
ガラス、種々のアルミニウム塩およびマグネシウム塩、グアニン、フィッシュスケール、
グリッター（ポリエステルまたは金属性）、およびそれらの混合物から選択される、項目
４０に記載のパーソナルケア組成物。
（項目５６）
　前記真珠光沢付与剤が、エチレングリコール、プロピレングリコール、ジエチレングリ
コール、ジプロピレングリコール、トリエチレングリコールおよびテトラエチレングリコ
ールと約６～約２２個の炭素原子を含む脂肪酸とのモノエステルおよび／またはジエステ
ルから選択される、項目４０に記載のパーソナルケア組成物。
（項目５７）
　前記真珠光沢付与剤が、エチレングリコールモノステアレート（ＥＧＭＳ）、エチレン
グリコールジステアレート（ＥＧＤＳ）、ポリエチレングリコールモノステアレート（Ｐ
ＧＭＳ）、ポリエチレングリコールジステアレート（ＰＧＤＳ）、およびそれらの混合物
から選択される、項目５６に記載のパーソナルケア組成物。
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（項目５８）
　顔料、剥離剤、フケ防止剤、クレイ、膨潤性クレイ、ラポナイト、ガス気泡、リポソー
ム、ＵＶ吸収材、マイクロスポンジ、化粧品ビーズおよび化粧品フレークから選択される
粒子状物質をさらに含む、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目５９）
　前記非イオン性の両親媒性ポリマーが直鎖状であり、前記組成物の前記降伏応力が約０
Ｐａである、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目６０）
　前記非イオン性の両親媒性ポリマーが架橋されており、前記組成物の前記降伏応力が、
一態様では０Ｐａ以上、別の態様では少なくとも０．１Ｐａ、なお別の態様では約０．１
～約２０Ｐａ、さらなる態様では約０．５Ｐａ～約１０Ｐａ、なおさらなる態様では約１
～約３Ｐａ、追加の態様では約１．５～約３．５である、前記項目のいずれかに記載のパ
ーソナルケア組成物。
（項目６１）
　前記非イオン性の両親媒性ポリマーが架橋されており、前記組成物が、２３℃で少なく
とも１か月間０．５～１．５ｍｍの間のサイズのビーズを懸濁可能であり、該ビーズ物質
と水との間の比重差が＋／－０．０１～０．５の間である、前記項目のいずれかに記載の
パーソナルケア組成物。
（項目６２）
　前記非イオン性の両親媒性ポリマーが架橋されており、前記組成物が、２３℃で少なく
とも１か月間０．５～３００μｍの間のサイズのマイクロカプセルを懸濁可能であり、該
マイクロカプセルビーズと水との間の比重差が＋／－０．２～０．５の間である、前記項
目のいずれかに記載のパーソナルケア組成物。
（項目６３）
　前記非イオン性の両親媒性ポリマーが架橋されており、前記組成物の前記降伏応力が、
約２～約１０のｐＨ範囲でｐＨに実質的に依存しない、前記項目のいずれかに記載のパー
ソナルケア組成物。
（項目６４）
　前記非イオン性の両親媒性ポリマーが架橋されており、前記組成物の前記降伏応力が、
約３～約１４のｐＨ範囲でｐＨに実質的に依存しない、前記項目のいずれかに記載のパー
ソナルケア組成物。
（項目６５）
　前記パーソナルケア組成物が、シャンプー、ベビーシャンプー、ボディソープ、シャワ
ージェル、液体ハンドソープ、液体食器洗い用洗剤、ペット洗浄製品、湿潤洗浄用ふきん
、または洗顔用クレンザーから選択される、前記項目のいずれかに記載のパーソナルケア
組成物。
（項目６６）
　シリコーン含有コンディショニングシャンプー組成物から沈着されたシリコーンの損失
を低減するための方法であって、ケラチン基質と前記項目のいずれかに記載の組成物を含
む清浄組成物とを接触させる工程を含む、方法。
（項目６７）
　シリコーン含有コンディショニングシャンプー組成物からケラチン基質上に沈着された
シリコーンの損失を低減するための方法であって、該組成物中に約１～約５重量％の非イ
オン性の両親媒性分散ポリマーを含ませる工程を含み、該工程において前記ポリマーは以
下：
　ａ）約５５～約９５重量％、別の態様では約６０～約９０重量％、なお別の態様では約
６５～約８５重量％、さらなる態様では約７０～約８０重量％（存在する全モノマーの重
量に基づく）のＮ－ビニルピロリドン；
　ｂ）約５～約４５重量％、別の態様では約１０～約４０重量％、なお別の態様では約１
５～約３５重量％、さらなる態様では約２０～約３０重量％（存在する全モノマーの重量
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に基づく）の酢酸ビニル；
　ｃ）約０～約１重量％、別の態様では約０．０１～約０．７５重量％、なお別の態様で
は約０．１～約０．５重量％、さらなる態様では０．１５～約０．３重量％（ポリマーの
乾燥全重量に基づく）の少なくとも１つの多不飽和架橋性モノマーであって、少なくとも
２つの重合性エチレン性不飽和部分を含むモノマー；
　ｄ）約０～約１０重量％、別の態様では約０．１～約５重量％、なお別の態様では約０
．５～約３重量％、さらなる態様では約０．７５～約１重量％（存在する全モノマーの重
量に基づく）の少なくとも１つのＣ１～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレートであって、
メチル（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）アクリレート、ｓｅｃ－ブチル（メタ）ア
クリレート、イソブチル（メタ）アクリレート、ヘキシル（メタ）アクリレート）、ヘプ
チル（メタ）アクリレート、オクチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ
）アクリレート、デシル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレート、ラウ
リル（メタ）アクリレート、テトラデシル（メタ）アクリレート、ヘキサデシル（メタ）
アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、またはベヘニル（メタ）アクリレート
から選択されるＣ１～Ｃ２２アルキル（メタ）アクリレート；
　ｅ）約０～約１０重量％、さらなる態様では約０．５、１、２、または３～約５重量％
（存在する全モノマーの重量に基づく）のアルコキシル化会合性モノマーであって、ラウ
リルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート
、セテアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ステアリルポリエトキシ化（メタ）
アクリレート、アラキジルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ベヘニルポリエトキシ
化（メタ）アクリレート、セロチルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、モンタニルポ
リエトキシ化（メタ）アクリレート、メリシルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、フ
ェニルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ノニルフェニルポリエトキシ化（メタ）ア
クリレート、ω－トリスチリルフェニルポリオキシエチレンメタクリレート（該モノマー
のポリエトキシ化ポーションは、一態様では約２～約１５０個のエチレンオキシド単位、
別の態様では約５～約１２０個のエチレンオキシド単位、さらなる態様では約１０～約６
０個のエチレンオキシド単位、なおさらなる態様では約１５～約３０個のエチレンオキシ
ド単位を含む）から選択されるモノマー；
　ｆ）約０～約１０重量％、さらなる態様では約０．５、１、２、または３～約５重量％
（存在する全モノマーの重量に基づく）の半疎水性モノマーであって、メトキシポリエチ
レングリコールメタクリレートから選択されるモノマー；ならびに
　ｇ）約０～約１０重量％、および０．５、１、２または３～約５重量％（存在する全モ
ノマーの重量に基づく）の酢酸ビニル以外の少なくとも一つのビニルエステルであって、
該ビニルエステルは２～２２個の炭素原子を有するアシル部分を含む脂肪族カルボン酸の
ビニルエステルであり、プロピオン酸ビニル、酪酸ビニル、イソ酪酸ビニル、吉草酸ビニ
ル、ヘキサン酸ビニル、２－メチルヘキサン酸ビニル、２－エチルヘキサン酸ビニル、イ
ソオクタン酸ビニル、ノナン酸ビニル、ネオデカン酸ビニル、デカン酸ビニル、バーサチ
ック酸ビニル、ラウリン酸ビニル、パルミチン酸ビニル、およびステアリン酸ビニルから
選択されるビニルエステル；
を含むモノマー混合物から調製される、方法。
（項目６８）
　前記非イオン性の両親媒性分散ポリマーが直鎖状である、項目６７に記載の方法。
（項目６９）
　前記非イオン性の両親媒性分散ポリマーが架橋されている、項目６７に記載の方法。
（項目７０）
　前記モノマー混合物が、Ｎ－ビニルピロリドン／ステアリルメタクリレート／ブチルア
クリレートのコポリマー、Ｃ２０～Ｃ２４アルキル置換コハク酸無水物とグリセリンおよ
び／または２～６個のグリセリン単位を含むポリグリセロールから選択されるポリオール
との反応生成物のエステル、およびそれらの混合物から選択される立体安定剤をさらに含
む、項目６７～６９のいずれかに記載の方法。
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（項目７１）
　前記モノマー混合物が：
　ａ）５５～約９５重量％（存在する全モノマーの重量に基づく）のＮ－ビニルピロリド
ン；
　ｂ）さらなる態様では約５～約４５重量％（存在する全モノマーの重量に基づく）の酢
酸ビニル；
　ｃ）約０または０．１～約１重量％（ポリマーの乾燥全重量に基づく）の少なくとも１
つの多不飽和架橋性モノマーであって、少なくとも２つの重合性エチレン性不飽和部分を
含むモノマー；
　ｄ）約０または１～約５重量％（存在する全モノマーの重量に基づく）の少なくとも１
つのモノマーであって、デシル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレート
、ラウリル（メタ）アクリレート、テトラデシル（メタ）アクリレート、ヘキサデシル（
メタ）アクリレート、ステアリル（メタ）アクリレート、またはベヘニル（メタ）アクリ
レートから選択されるモノマー；
　ｅ）約０または１～約５重量％（存在する全モノマーの重量に基づく）のアルコキシル
化会合性モノマーであって、ラウリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、セチルポリ
エトキシ化（メタ）アクリレート、セテアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ス
テアリルポリエトキシ化（メタ）アクリレート、ベヘニルポリエトキシ化（メタ）アクリ
レート（モノマーのポリエトキシ化ポーションが約１０～約６０個のエチレンオキシド単
位を含む）から選択されるモノマー；
　ｆ）約０または１～約５重量％（存在する全モノマーの重量に基づく）の半疎水性モノ
マーであって、メトキシポリエチレングリコールメタクリレートから選択されるモノマー
；ならびに
　ｇ）約０または１～約５重量％（存在する全モノマーの重量に基づく）の酢酸ビニル以
外の少なくとも１つのビニルエステルであって、該ビニルエステルは２～２２個の炭素原
子を有するアシル部分を含む脂肪族カルボン酸のビニルエステルであり、プロピオン酸ビ
ニル、酪酸ビニル、イソ酪酸ビニル、吉草酸ビニル、ヘキサン酸ビニル、２－メチルヘキ
サン酸ビニル、２－エチルヘキサン酸ビニル、イソオクタン酸ビニル、ノナン酸ビニル、
ネオデカン酸ビニル、デカン酸ビニル、バーサチック酸ビニル、ラウリン酸ビニル、パル
ミチン酸ビニル、およびステアリン酸ビニルから選択されるビニルエステル；
を含む、項目６７～６９のいずれかに記載の方法。
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